
　　凡例： 確認された事実 推定事項

原子力規制委員
会より「重要度評
価：赤」通知 （核
物質防護設備の
機能の一部喪
失）


代替措置をとって
いれば問題ない
と考え、速やかに
機能復旧しなかっ
た


不具合発生時の
初動対応に時間
を要した

不具合発生数が
多かった

設備の経年化が
進んでいた


設備更新せずに
リース契約を継続
して設備を使用し
ていた【設備】


設備に関する取
替等の保全計画
が策定されてい
なかった


設備更新等、設
備管理をリース先
の原防に任せて
いた


福島第一原子力
発電所事故後の
当社の経営状況
を鑑み、設備更
新を先送りした


再稼働に向けた
規制対応を優先
し設備更新を先
送りした


原防は、初動対
応の実施にあた
り、時間がかかっ
た


原防は、初動対
応の依頼に即応
できる体制ではな
かった


【※１】

2019年度～原防
の常駐していた
不具合対応要員
を削減し、不具合
発生時は原防の
東京拠点からの
技術員派遣で対
応することになっ
た


原防は、収益が
減少し、現場要員
体制の見直しが
必要となり、不具
合対応時は東京
拠点からの技術
員派遣を含めた
代案を提案した
【組織】


防護管理Gによる
設備の自社化お
よびリース設備の
買取りにより、原
防の収益は減少
した


防護管理Gは、技
術・業務革新推
進部会での審議
を踏まえ、設備の
取得、管理方法
を変更することの
影響を評価するこ
となく、新規設備
の分離発注およ
びリース設備の
買取りを実施した


防護管理Gは、保
守業務委託費用
を削減した


防護管理Gは、保
全の適正化を考
慮しつつも、変更
の影響を十分に
評価することな
く、保全方式を見
直し、点検項目・
頻度を変更（削
減）した

防護管理GMは、
原防の提案の中
で、保守管理体
制を変更すること
の影響を十分に
評価することな
く、東京拠点から
の技術員を派遣
する案を採用した


【※２】

防護管理Gは、急
いで対応する必
要はないと考えて
いた


防護管理Gは、代
替措置が出来て
いれば問題ない
と考えていた【人】


防護管理Gは、迅
速に修理等を実
施しなければなら
ないとする法令要
求を理解していな
かった【人】


防護管理Gは、原
防が対応できなく
とも構内協力企
業を活用すること
で対応可能と考
えた【人】


構内協力企業も
技術向上を図っ
ており、対応でき
るようになってき
た


原防等からの懸
念の表明はあっ
たが、発電所の
幹部は、点検保
守・修理は別契
約であり、品質を
低下させることは
ないと考えた【人】


【※３】

原防は、技術員
の派遣調整で時
間がかかり、ま
た、数件まとめて
実施できるように
調整することも
あった

原防は、柏崎刈
羽のための専属
技術員が常に待
機している訳では
ないので、都度、
派遣者の調整が
必要であった【組
織】


原防は、急いで
対応する必要は
ないと考えていた


原防は、代替措
置が出来ていれ
ば問題ないと考
えていた【人】


原防は、迅速に
修理等を実施し
なければならない
という法令要求が
あることを防護管
理Gから聞いてい
ない【組織】


2018年度～防護
管理Gは、保守業
務の契約変更に
より、業務量が増
加し、対応が遅れ
るようになった


契約変更により
日常点検で口頭
発注で良かったも
のが、臨時点検と
して依頼の都度、
依頼書が必要と
なった

【組織】

原防から日常点
検として実施して
きた初動対応を
作業量に見合っ
た契約となるよう
見直し依頼が
あった


原防は、保守業
務とリースのトー
タルで現地運営し
てきたが、収益が
減り、これまでの
対応が困難に
なってきた


2011年頃より、設
備管理状態を変
更することの影響
を評価することな
く、リース期間延
長ならびに設備
の自社化を進
め、原防のリース
による収入が減
少していた


核物質防護部
門、資材契約部
門等関係社員
は、核物質防護
設備の運用（リー
ス契約等）に改善
の余地があると
考えた

防護管理Gは、不
具合発生の都
度、初動対応の
依頼を行わず、
数件まとめて依
頼することがあっ
た


防護管理Gは、臨
時保守の設定回
数を超えないよう
に依頼回数を調
整した【組織】


防護管理G事務
所メンバーは、設
定回数を超えると
予算超過手続き
が必要となり、そ
の追加となる手
続き作業を増やし
たくなかった


防護管理Gは、契
約変更に当たり、
変動分の回数を
増やさなかった


防護管理Gは、こ
れまでの実績や
経年劣化の影響
等を踏まえて変
動分の回数を予
算に反映できて
いなかった


防護管理Gは、契
約変更に伴う準
備が不足してい
た

（設備の自社化
や保守管理方法
の変更などに対
応できるだけの
体制整備は行わ
れなかった）


【※２】
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柏崎刈羽では核
物質防護設備増
設等の業務量に
比してリソースが
少ない【組織】


防護管理Ｇは、不
具合箇所の特定
ができない場合、
二つの会社に初
動対応を依頼す
る場合があった


2015年度～防護
管理Ｇは、保守業
務の委託先を原
防と関電工の2社
に分離発注して
いた


防護管理Gは、故
障時対応等がス
ムーズにできると
考え、カメラ・電源
系等は設置して
いる関電工に分
離発注した【組
織】


故障箇所が特定
できない場合、原
防に調査依頼し
原因不明な場合
は次に関電工へ
調査依頼


防護管理Gには
設備全体に精通
しているメンバー
が限られていた
ため故障箇所が
特定できない


業務内容に見
合ったリソースが
配分されていない
【組織】

故障の修理対応
に時間を要した

原防は、修理の
実施にあたり、時
間がかかった


原防は、修理の
依頼に即応でき
る体制ではなかっ
た【組織】



【※１】



【※３】


故障部品等の調
達に時間がか
かった


設備が古く（15年
以上）、部品が製
造中止になって
おり調達が困難
であった【組織】


長期的な観点で
の設備管理がで
きていない

故障の都度、交
換する設備・部品
を調達することに
なった【組織】


当社で予備品等
を十分に確保して
いなかった（リー
ス時は原防があ
る程度の予備品
を確保）


リースから自社設
備に変更した際
の準備が足りて
いなかった


修理工事の契約
に時間がかかっ
た

防護管理Gは、契
約に必要な資料
の作成に時間が
かかった【組織】


防護管理Gは、工
事追加仕様書、
設計予算書等の
資料を作成し、防
護管理GMの承認
の上、原防と契約
する必要があっ
た


防護管理Gは、資
料を作成する力
量を持つメンバー
が限られていた


業務内容に見
合ったリソースが
配分されていない

他の業務が輻輳
していた


代替措置をとって
いれば問題ない
と考えていた

【※４】

防護管理Gは代
替措置に関する
法令要求の理解
が不十分だった


原子力規制庁要
求をルールとして
明文化（ルール
化・文書化）して
いなかった【組
織】


本社のガバナン
スが弱く、チェック
機能が働かな
かった

組織として故障状
態の長期化を是
正できなかった

本社原子力運営
管理部および柏
崎刈羽上層部
は、原子力規制
庁からの指摘に
至るまで、故障状
態が長期間継続
していることを認
識できていなかっ
た【組織】


防護管理GMから
十分な情報が提
供されなかった


他の核物質防護
に関わる優先課
題が山積しており
侵入検知器の故
障長期化には関
心が向かなかっ
た


防護管理部門の
特殊性として、他
部門から問題提
起される機会に
乏しかった


本社防護部門（お
よび他発電所防
護管理部門関係
者）は問題点を修
正できなかった


PP-PIMで故障長
期化の問題を的
確に把握し指摘
することができな
かった【組織】


業務の標準化や
各発電所の課題
への対応状況に
ついて強く指導で
きていなかった


発電所業務に対
する本社の役割
や責任が曖昧
【組織】

本社主管の二次
マニュアルがない

設備故障時の
「代替措置が不
十分」であった

代替措置が十分
であると誤認して
いた


カメラによる代替
監視をしていれば
十分であると認識
していた



【※４】


侵入検知器の原
理や設置目的に
ついて誤った理
解をしていた【人】


口頭や実務中の
指導で代替監視
のやり方が引き
継がれてきてい
た


防護管理分野に
は，体系的な教
育訓練プロセス
が無かった【組
織】


慣例的な運用を
長年行ってきた
（長期にわたり運
用見直しを行わ
なかった）【組織】
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防護管理GMによ
る防護本部の監
視状況の把握が
不十分であった


防護管理GMは，
防護本部に行っ
ていなかった


防護管理GMは，
代替措置は十分
に実施出来てい
ると思っていた
【人】


防護管理GMは，
机上業務対応が
忙しかった

業務内容に見
合ったリソース配
分がなされていな
かった【組織】


組織として誤った
代替措置の認識
を正すことができ
なかった


防護管理G内から
の是正が効かな
かった


社員見張人は、
複数の画面を正
確に監視ができ
ているのかとの懸
念を表明できな
かった【組織】


以前に伝えたとき
も迅速な対応をし
てもらえなかった

懸念が正しいとの
自信が持てな
かった


法令や設備の教
育を受けたことが
ない

防護管理GMは日
頃から言い出し
やすい環境を
作ってこなかった


防護管理Gは、代
替措置は原子力
規制庁に認めら
れているものと
思っていた【人】

代替措置を行う
際には、都度、原
子力規制庁に代
替措置の内容ま
で連絡していた


柏崎刈羽上層部
からの是正が効
かなかった

カメラによる代替
監視状況を把握
していなかった


日ごろから防護
本部に行く機会
は少なかった

機密情報を扱うと
して核物質防護
部門にあまり関
与していなかった
【組織】


防護管理ＧＭに
頼っていた（対応
は防護管理GMが
実施していると考
えていた）【人】


防護管理GMから
も代替措置に関
する事項は報告
が無かった【人】


発電所長（核物
質防護業務統括
者）は是正に必要
な知識がなかっ
た


発電所長は核物
質防護業務の実
務担当者経験や
特別な教育がな
かった


本社のガバナン
スが効かなかっ
た【組織】

本社防災安全G
は、発電所毎に
ばらついている運
用を正確に把握
していなかった


本社が管理する
上位マニュアル
が無かった


防護管理Gは，本
社の指導・指摘を
聞き入れない事
が多かった


他事業所評価で
柏崎刈羽の代替
措置を問題として
把握するに至らな
かった


代替措置にス
ポットを当てて観
察してこなかった

本社原子力運営
管理部長（本社
防災安全G監督
者）は是正に必要
な知識がなかっ
た


本社原子力運営
管理部長は核物
質防護業務の実
務担当者経験や
特別な教育がな
かった
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